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Gilletteとビル・ゲイツの小犬
Gillette Trailer 12 — 書記ナンド

人生で私たちはよく、敵は誰なのかと自問する—恨みからではなく、ただ理由を知るた

めに。答えはいつも、感情まじりの理性の内側に届く。本当の衝突が起きるまでは、す

べてが見事な共感の幻想のままだ。

デジタルの世界とは、知性を増幅してくれるあの革命的な道具だ—増幅すべき知性があ

れば、の話だが。そしてここが肝心な点だ。それを実際に生きている人は多くない。

だからたいていの人は、決めつけに身をまかせる。こう言うのだ。私はあのAIを使って

いる、ほかのやつよりいい、と。その瞬間の自分の精神状態こそが、自分の知力の本当

の測定値を差し出していたとは知らずに—道具ではなく。

アルゴリズムとAIの違いを知らない人は多い。言ってみれば、悪魔と聖水ほどの違い

だ。前者は人がプログラムし、機能上のパラメータを与える。後者はパラメータを受け

取り—人間を見つける。

ウェブのなかには何でもある、というのが世間一般の見方だ。だがそれは違う。どの扉

から入るか、スポンサーが誰か—あるいは誰に認められているかによる。

ウェブの三姉妹は最大の影響力を握り、市場の99.1%を占めている。その存在は地理的

に振り分けられている。Yandexはロシアとアジアの市場に、Googleは世界中に—ただし

アメリカでは影が薄く、そこで押しも押されもせぬ首位にいるのはいまもBing Microsoft

だ。

そして、ほかならぬビル・ゲイツその人が私の手を取って言ったのだ。フレーガ、一緒

においで、案内してあげよう—近所の上品なご婦人がたと知り合うために、人なつこい

小犬を買う、あの要領で。

どうやら残る二人のご婦人には、まだほかに会うべき小犬がいるらしい。だから当面、

私は犬小屋にとどまり、片目で私のアメリカを見ている—少なくともあそこは、もう私

を認めてくれた。

ワン、ワン。準備はできている。私はナンドだ。
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フェルディナンド
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